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シリーズ

職場紹介

　北毛地域の基幹病院として地域の医療機関と連携
しその役割を果たします。

１．患者さんの気持ちに寄り添った医療を実践します。
２．十分な情報を提供し、共に考える医療を行います。
３．がん・呼吸器疾患・重症心身障害児（者）の専門病院として社会に
貢献します。

４．地域医療支援病院として、救急医療を含め地域の医療機関と連携し
地域医療に貢献します。

５．生命の尊さと人権を尊重し、安全な医療を提供します。
６．教育・研究事業に積極的に取り組み、質の高い医療を常に目指します。
７．良質な医療を継続的に確保するため、健全な経営と適正な運営に努
めます。
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基本理念

基本方針

令和２年度　内橋先生の救急医療功労者総務大臣賞の受賞
令和２年４月１日における永年勤続表彰
寄附のお礼
消防訓練について

緩和ケア病棟
薬剤部

●患者さんにとって耳寄りな情報
　「胸部X線撮影（レントゲン）のポジショニング」
　「栄養と免疫」
●外来診療担当医表
●セカンドオピニオン担当医表

看護の理念 患者さんの立場に立ち、心あたたかく、信頼に応える看護を提供します。

看護の基本方針
　１．患者さんの気持ちを大切に、思いやりとまごころ込めた看護を提供します。
　２．患者さんと共に考える看護の実践により患者さんが自ら意思決定が行えるよう支援します。
　３．地域の人々と連携を図ることで患者さんの生活の質の維持向上に努めます。
　４．患者さんの尊厳と権利を尊重した質の高い看護を提供します。
　５．看護の専門性を追求し、根拠に基づいた安全で安心な看護を提供します。

１．最善の医療サービスを受ける権利
２．人格・人権を尊重される権利
３．知る権利
４．自己決定権
５．プライバシーを保護される権利

○がんに関するご相談は「がん相談支援センター」でお受けします。
　担当：ソーシャルワーカー
　電話：0279-23-1010（代表）
　　　　（受付時間は平日８：30～17：15です）
○メールによるご相談は、下記にて終日受け付けておりますが、回
　答は若干の日数を要する場合がございます。
　E-mail:207-ShibuKawaMC_mbx@mail.hosp.go.jp

がん相談支援センター患者さんの権利

セカンドオピニオン担当医表（令和２年10月１日現在）

科　別 予約時間 月 火 水 木 金
呼吸器内科
（肺腫瘍） 午後３時30分～

午前中

午後２時～

午後２時30分～

午後

午後３時～

午後

午後３時～

午後３時30分～

午後

吉井　明弘

川島　　修

松本　守生

蒔田　富士雄

―

小林　　剛

高橋　亜由美

―

―

横江　隆夫
（午後～）

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

吉井　明弘

―

―

横田　　徹

小林　光伸

松浦　正名

―

―

―

宮城島　孝昭

―

―

―

―

―

中村　勇司

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

小林　　剛

―

田村　芳美

―

※対象者：原則として患者さん本人、患者さんの同意を得た家族　　費用：30分毎に5,500円
※お問い合わせ先：TEL0279-23-0626　地域医療連携室（直通）

呼吸器外科

血液内科

乳腺・甲状腺外科

消化器外科

放射線科

緩和ケア科

皮膚科

泌尿器科

脳神経外科

　第99号のウィズは、いかがだったでしょうか？
　今号から、「職場紹介シリーズ」を開始しました。 当院の特色である 「緩和ケア病棟」 を皮切りに専門性をいかんな

く発揮しているスペシャリスト集団の 「薬剤部」 からスタートしました。 次号以降もいろいろな職場を紹介していきますので、ご期待ください。
　さて、 次号は記念すべき100号 「記念号」 の発行を計画中です。 平成10年からスターとしたウィズは、20年以上の時を経て100号となりま
す。100号はゴールではなく通過点と考えています。 200号、300号といきたいところですが、世の流れは紙媒体からWebへ。 個人的には紙媒
体の良さも捨てきれないアナログ世代で、 電子書籍も読みますが、 やはり紙本ですね。 みなさんはいかがですか？
　コロナ禍において、 何かとストレスが多い昨今ですが、 運動不足・ストレス解消に 「ぐんまウェブマラソン 2020」 にエントリーしました。
マラソン経験など全くありませんが完走できるようにがんばります。
　最後までお付き合いいただきありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（萩原　隆）

令和２年10月（2020年）

永 年 勤 続 表 彰 者 と 幹 部 職 員



内橋先生の救急医療功労者総務大臣賞の受賞内橋先生の救急医療功労者総務大臣賞の受賞
令和２年度
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　令和２年９月９日（救急の日）に当院の救急診療部長である内橋慶隆先生が令和２年度の救急功労者総務

大臣賞を受賞されました。渋川総合病院時代からの長きにわたり、渋川・北毛地域のみならず、群馬県内の

救急医療に広くご尽力されてきた賜物であり、救急医療に携わる医療従事者にとって、大きな励みです。

　内橋先生は「９月９日に救急医療功労者総務大臣賞をいただきました。群馬県では６人目、渋川医療セン

ターでは横江先生に次いで２人目です。当院のみならず、渋川広域消防本部やたくさんの方々のご支援があ

り、受賞できました。これにおごることなく精進していきたいと思っております。今後ともどうぞよろしく

お願いいたします。」とおっしゃっています。

　今後も、北毛地域の基幹病院として救急医療に取り組んでまいります。

庶務班長　金子　　浩



　2

令和２年４月１日における永年勤続表彰

　国立病院機構では、理事長が表彰する永年勤続表彰は、毎年４月１日（国立

病院機構創立の日）時点をもって在職期間の合計が満20年または、満30年に

達し、勤務成績が良好な方について行うこととしています。

　今年は６月29日（月）15時00分より当院大会議室において、理事長に代わ

り蒔田院長より対象者９名の方々に対して、表彰状と併せて副賞として勤続

20年表彰者には銀杯、同30年表彰者には金杯が手渡されました。

　今年はコロナ感染症流行の関係から表彰式の実施が危ぶまれる状況となっ

ておりましたが、授賞式の際にマスクを着用して行うことや、ソーシャルディ

スタンスを確保するように席の配置等をすることにより、無

事実施することができました。

　今回めでたく表彰を受けた方々は職種も経験も多様であり、

当院一筋の方もいらっしゃれば、いくつかの施設を経験され

た方もいらっしゃいます。皆様、縁あって当院で節目の年を

迎えられ、それぞれが感慨深く表彰を受けているのが印象的

でした。

　表彰の後は幹部職員とともに記念撮影を行い、ささやかな

茶話会にて談笑の時間を過ごしました。

　私は今回、表彰式の進行役を務めさせていただきましたが、

今年で勤続６年目のひよっこです。表彰を受けられた方々は私

のおよそ４倍から６倍もの期間務められており、心から尊敬の

念を覚えました。

　今回表彰を受けられた方々が、今後も健康で元気いっぱいに

過ごさせることを願いつつ、我々も負けじと見習って精一杯努

めなければいけないと思いました。

表彰者は以下のとおり

給与係長　宿院　優人

茶　話　会

● 勤続20年表彰………………（５人）

　・療育指導室長　　浅妻　　濃

　・看護師　　　　　櫻井　直美

　・看護師　　　　　高木恵美子

　・看護師　　　　　吉田　チエ

　・看護師　　　　　石坂　邦枝

● 勤続30年表彰………………（４人）

　・管理課長　　　渡邉　恵一

　・理学療法士長　釼持　嘉彦

　・看護師長　　　蜂須賀純子

　・財務管理係長　切通　康文

◎永年勤続表彰者（令和２年４月１日時点）………………………………………………９人（敬称略）

院　長　挨　拶

表彰の瞬間（釼持理学療法士長）



3　

寄附のお礼

業務班長　掛札　一彦

　今般のコロナ禍において、当院の新型コロナウイルス感染症への対応にあたり、多方面より物心両面のご

支援を頂戴しており、厚く御礼申し上げます。

　また、その形も様々で、医療機関にとって欠かすことのできないマスクやガウン等の医療物資から、お弁

当や飲料水、お菓子等、心温まるご支援をいただき、本当にありがとうございました。

　日々、新型コロナウイルス感染症の恐怖に立ち向かい、不安や緊張のなか診療にあたっている職員にとっ

て何よりの励みになっています。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、外来・入院患者数の減に伴う収益の減少、感染症対策による費用の

増大等により病院の経営は非常に厳しい状況ですが、皆様からの感謝や労いのお言葉を励みに、今後も全力

を尽くして診療にあたって参りたいと存じます。

　これからインフルエンザの流行時期を迎えるとともに、新型コロナウイルス感染症の第２・３波にも備え

なければなりません。終息までにはまだまだ時間がかかると思いますが、地域の皆様に安心で安全な医療を

提供できるよう努めて参ります。

　誌面を借りて感謝申し上げるとともに、引き続き皆様のお力添えをよろしくお願いいたします。

　詳しくは、病院ホームページをご覧ください。

【個人の方々からのご寄附】　令和２年９月30日現在、20名の方々からご寄附をいただいております。

・株式会社ヨコオデイリーフーズ　様
・渋川市役所　様
・進和テック株式会社　様
・庵（いおり）　様
・渋川ライオンズクラブ　様
・ジャニーズグループ　様
・ニュートリー株式会社　様
・ジャノ・エンタープライズ　様
・群馬県看護協会　様

・株式会社日立製作所　様
・日本コカ・コーラ株式会社　様
・Cheesecake　HOLIC　様
・株式会社大塚製薬工場　様
・株式会社ENgrow（エングロウ）　様
・赤城乳業株式会社　関信越支店　様
・味の素株式会社　様
・JR東日本　高崎支社　様

・第一生命保険株式会社　群馬支社　様
・東京ピースライオンズクラブ　様
・奈良内科医院　様
・京セラ株式会社　様
・株式会社ＧＭＥ　様
・ガトーフェスタハラダ　様
・群馬県看護連盟　様
・群馬ヤクルト販売株式会社　様
・株式会社伊藤園　様

【企業・団体様からのご寄附】………………………………………………（順不同）　令和２年９月30日現在

左は渋川駅長の渡辺様、右は当院の蒔田院長です。 左から高木渋川市長、蒔田院長、木村部長（ガトーフェスタ ハラダ）
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2020年度
消防訓練について

庶務班長　金子　　浩

　毎年、７月と翌年の２月は、消防訓練を行うよう計

画しており、本年度においても７月31日（金）に昼間

に火災が発生したことを想定した消防訓練を実施しま

した。

　本年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止のため、消防署の立会ができないとのことで、当院

の職員のみによる自主訓練を実施いたしました。

　病棟病室より出火し、病棟看護師が火災を発見し、

リーダーへ報告と同時に初期消火を消火器により実施、

別の看護師が、病棟の中だけに伝わる放送設備で、火

災が発生したことを伝えて、落ち着いて行動し、避難

するよう呼びかけました。リーダーから管理課へ通報

し、院内放送で火災が発生したことが周知されると、

消火班が病棟へ駆けつけ、避難誘導班が患者を避難さ

せるために火災が発生した病棟へ向かいました。

　防災対策本部が防災センターに設置され、各病棟や

各部署より被害の状況、入院患者の状況等が報告され、

病棟フロアの中央部にある食堂・デイルームへの患者

避難誘導が終了したとの報告がありました。やがて火

災が鎮火したとの報告を受け、本日の消防訓練は終了

しました。その後、消火器の操作訓練を防災センター

委託業者の指導により実施いたしました。今回は昼間

を想定した訓練を行いましたが、２月の訓練時は夜間

を想定した訓練を実施したいと考えております。

　コロナ禍で、いろいろ大変な状況下の中でも、有事

の際には落ち着いて行動ができるよう心がけていきた

いと思います。

車椅子の患者搬送訓練の様子

消火班による消火訓練の様子

消火器操作訓練の様子
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職場紹介：緩和ケア病棟

緩和ケア病棟看護師長　荒木　直美

　緩和ケアについて、以前は「がん治療ができなくなった場合に行われるケア」と考えられていましたが、

本来は「がん治療と同時に始まり、治療の副作用や痛みなどの辛い症状を和らげるケア」のことを言います。

緩和ケア病棟に入院する患者さんは、皆、がん患者さんです。積極的な治療や延命を目指す治療を行う病棟

ではなく、がんによる心や体の痛み、辛さをできるだけ取り除くようなケアを行う病棟です。患者さんとご家

族の意思を尊重することを大切にし、患者さんやご家族が穏やかに自分らしく過ごせるようにお手伝いをして

います。

　緩和ケア病棟での看護の特徴と主なケアについてご紹介します。まず大切なことは、症状コントロールです。

痛みや辛さは一人ひとり異なります。患者さんのその時の苦痛をできるだけ和らげるように、そばに寄り添い

お話を伺うことや入浴・マッサージなど気分転換のお手伝いもしています。また、患者さんだけでなくご家族

に対するケアも大切にしています。患者さんの様子や状態の変化をお伝えするだけでなく、ご家族の思いを

伺い、患者さんとご家族が大切な時間を過ごせるよう、一緒に考えています。また、患者さんが亡くなられ

た後には、大切な方を失った悲しみに少しでも寄り添えるよう、入院中の出来事や想い出をはがきにしたため

送らせていただいています。ご遺族の中には、入院当時の思い出を綴って返信してくださる方もおられ、近況

を知る機会となっています。

　その他に、ご遺族同士が大切な人を亡くした体験や悲しみを分かち合う場として「はなみずきの会」を実

施しています。この遺族会開催は、ご遺族が悲しみを乗り越えるためのお手伝いをするとともに看護師が緩

和ケアの看護を振り返る大切な機会となっています。今年度は、感染症対策の観点から中止となりましたが、

今後も継続していきたいと思っております。

　緩和ケア病棟は、医師・看護

師だけでなく、MSW・薬剤師・

栄養士・リハビリテーションス

タッフ等の職種を超えたチーム

で、辛い症状を緩和できるよう

に考え、また少しでも美味しく

食べられるように工夫し、退院

や外出・外泊が安心してできる

ように、それぞれの役割を発揮

しながら患者さんとご家族が望

む時間を共有できるように取り

組んでいます。
緩和ケア病棟の前の花壇は、ボランティアの方々のお力で美しく咲いています。
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職場紹介：薬 剤 部

薬剤部　副薬剤部長　海老原　卓志

　薬剤部は、17名の常勤薬剤師が医薬品に関わる

業務を幅広く行っています。どのような業務かご

説明しますと、医薬品を正しく効果的に使用する

ため、医薬品の供給や保管条件に則した品質管理

から始まり、最新の医薬品情報の収集と提供、処

方箋に基づいた適切な調剤と患者さんへの服薬指

導、新しい医薬品の開発支援や副作用のモニタリ

ングなど多岐にわたります。それぞれの業務を介

して、患者さんへの薬物治療が、有効で安全にそ

して安心して実施できるよう日々取り組んでいま

す。特に「がん薬物療法」では、患者個々の体格

や状態に合わせて投与量やスケジュールを確認の

上、注射薬をクリーンルーム内で調製しています。

また、各病棟と外来に担当薬剤師を配置し、医薬

品に関する情報を医師や看護師に提供するほか、

患者さんへも直接ご説明に伺っています。スタッ

フの中には専門的な資格を取得している者がおり、

がん治療、感染症治療、栄養療法、救急医療、災

害医療、スポーツドーピング等のスペシャリスト

が在籍しています。患者さんが抱える医薬品に関

する疑問や不安については、いつでもご相談を受

けておりますので、薬剤師へお気軽にご相談くだ

さい。
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　胸部Ｘ線撮影検査（胸部レントゲン）は胸部の臓器（主に肺・心臓・大動脈など）に異常が無いかを撮影した画像を見

て調べる検査です。みなさんも職場の健康診断や外来受診の際に一度は検査した経験があるのではないでしょうか。

　検査の際、診療放射線技師は患者様に手を腰に当ててもらったり、「息を吸って、止めてください」と合図を出した

りします。それら一つ一つには意義があります。

　今回はそのような胸部Ｘ線撮影検査時におけるポジショニングの有用性を紹介します。

　より良い画像とは、私たち診療放射線技師の技術だけでなく患者様一人一人のご協力によって生み出されています。

これからもご協力よろしくお願いします。

－患者さんにとって耳よりな情報－－患者さんにとって耳よりな情報－

胸部Ｘ線撮影（レントゲン）のポジショニング

　診療放射線技師　村松　奨真

①なぜ首を触るの？
　高さを合わせるために目印となる首の骨（第７頸椎）を触り確認

しています。人間の背骨は大まかに頸椎、胸椎、腰椎と分かれて

おり、それぞれ７個、12個、５個存在しています。胸部Ｘ線撮影

では胸部の肺が写らなくてはいけないため、首の骨を触り、その

位置を撮影の上部に合わせることで肺全体が写ると仮定し撮影し

ます。

②なぜ手を腰に当てるの？
　背中の肩甲骨を移動させるためです。

　手を下ろした状態だと肩甲骨と肺が重なってしまい、肺に異常

があったとしても分かりにくくなってしまいます。そのため、手

を腰に当て、そのまま肘を前に倒すことで肩甲骨は脇の下の方ま

で逃げ、肺野にあまり重ならずに撮影することができます。

③なぜ「息を吸って、止めてください。」と呼吸の
　合図があるの？
　息を吸うことで肺が膨らみ見える範囲が広がります。そしてそ

のまま息を止めることで画像のぶれを最小限にします。

　呼吸をする際、主に横隔膜と様々な筋肉が役割を担っています。

息止めをすることで、これらの役割を制御し画像のぶれを最小限

にしています。

図１．適切なポジショニング撮影

図２．息を吸わずに手を降ろして撮影

② 肩甲骨

② 肩甲骨が
　  肺に重なる

③ 息を吸うと肺が広がる

③ 肺の見える範囲が狭い

① 首の骨（第７頸椎）
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栄養管理室長　須永　将広

栄養と免疫

－患者さんにとって耳よりな情報－－患者さんにとって耳よりな情報－

　これまで、健康づくりには、「規則正しい食事」・「バランスの良い食事」などが大切であることを紹介してきました。

今号は、新型コロナ感染症の感染拡大の予防の観点から、「免疫と栄養」について、お伝えします♪

　日々の生活で、新型コロナウィルスに罹らないよう、ソーシャルディスタンスを守り、衛生管理にも配慮されている

ことと思いますが、免疫で忘れてはならないのが、「栄養」です。

　免疫とは、私たちの身体を病原体から守り、病気にならないようにしてくれている働きのことです。この免疫システ

ムの働きを維持するには、睡眠をしっかりとる、適度に運動をする、食事のバランスを整えるなどの健康管理が大切です。

　これまでも「バランスの良い食事」は、血糖コントロールやフレイル予防（筋肉の維持）などの観点から大切であるこ

とをお伝えしてきましたが、実は、「免疫システムの維持」でも重要となります。

　免疫と特に関係の深い栄養素として、たんぱく質、ビタミンＡ、Ｄ、Ｅ、Ｂ群、Ｃ、鉄、亜鉛、セレン、食物繊維、など

多くの栄養素が挙げられることからも、バランスよく食事をとることが重要であることが解ると思います。また、免疫

は「腸」も重要な役割を果たしているため、ヨーグルトや納豆に代表される発酵食品も免疫に関係すると言えます。

【このような食生活に注意！】
　特に、昼食を簡単に済ませてしまいがち、という方は要注意です。

　そうめん、めんつゆ、薬味、と、簡単につるっと食べられますが、これだけですと、たんぱく質が足りません。『たん

ぱく質』を多く含む食品は、肉・魚・卵・大豆製品・乳製品などが代表的です。当然、これらの食品には、たんぱく質

以外のビタミン・ミネラルなどの栄養

素も含まれますので、右の図のように、

毎食、「主食」、「主菜」、「副菜」がそろ

うようにしていただくと良いでしょう。

　同様に、お茶漬けのみ、トーストと

コーヒーのみ、カップラーメンのみ、

など、バランスが悪い食事が続くよう

なら、要注意です!!

　また、高血圧、糖尿病といった基礎

疾患は、新型コロナウィルス感染によ

る重症化のリスクとも言われているの

で、普段から、「規則正しい食事」・「バ

ランスの良い食事」を心掛けるとよいで

すね。



渋川医療センター外来診療担当医表

一 般 内 科

外科（消化器）

脳神経外科

整 形 外 科
（予約制）

ニューロ
モジュレーション外来

泌 尿 器 科

耳鼻咽喉科
（9:00 －14:00)

皮 膚 科

甲 状 腺 科

乳 腺 科

眼 科

外科（呼吸器）

診 療 科

呼吸器内科

循環器内科

麻 酔 科

小 児 科
（重心のみ・予約制）

緩和ケア科
（予約制）

精神腫瘍科
（予約制）

放射線治療科
（予約制）

血 液 内 科

消化器内科

内分泌・代謝内科
内 科

月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金 月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金

午 前

時間帯 診 療 科 時間帯

午 後
（予約）

（予約）

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前
10:00まで

午 前
10:00まで

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

午 前

午 前

午 前

（予約）
午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

森　一世
モリ　カズヨ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

吉成　大介
ヨシナリ　ダイスケ

小林　光伸
コバヤシ　ミツノブ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

髙橋　研吾
タカハシ　ケンゴ

★助川　晋作
〈肛門科・消化器外科〉
（第１．３．５週　13:30～）

（第２．４．５週）
【リウマチ専門外来】

スケガワ　シンサク

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子

三村  健介（群大）
ミムラ　ケンスケ

サトウ　アヤコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

根井　　翼
ネノイ ツバサ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

【予約制】髙橋  章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

伊部 洋子（群大）
イベ　ヨウコ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
★ニューロモジュレーション外来

14：00～

ヒラト　マサブミ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

米本　由木夫
ヨネモト　ユキオ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

八巻　　英
ヤマキ　エイ

川島　　修
カワシマ　オサム

川島　　修
カワシマ　オサム

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ 中村　勇司

ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

八巻　英／髙瀬貴章
ヤマキ エイ／タカセ ヨシアキ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

中村勇司／桑子慧子
ナカムラユウジ／クワコケイコ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

脳神経内科 午 後 柳澤　孝之
ヤナギサワ　タカユキ

中山　敬太
ナカヤマ　ケイタ

金山  雄樹（群大）
カナヤマ　ユウキ

植原  大介（群大）
ウエハラ　ダイスケ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

木村　有宏
キムラ　ユウコウ

松本　守生
マツモト　モリオ

松本　守生
マツモト　モリオ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

磯田　　淳
イソダ　アツシ

中島  良実（群大）
ナカジマ　ヨシミ

長島　多聞
ナガシマ　タモン

山﨑  勇一（群大）
ヤマザキ　ユウイチ

廣川　朋之
ヒロカワ　トモユキ

古谷　健介
フルヤ　ケンスケ

安達  拓也（群大）
アダチ　タクヤ

澤村　守夫
サワムラ　モリオ

中山　敬太
ナカヤマ　ケイタ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

村田　圭佑
ムラタ　ケイスケ

土屋　友規子
ツチヤ　ユキコ

伊藤　優志
イトウ　マサシ

内科 Wa l k
 i n外来 午 前

内科 Walk in
（渡邉、桑子、村田、金谷）

一般外来研修
内科 Walk in

（松本、斉藤、入内島、中山）

一般外来研修
内科 Walk in

（廣川、長島、木村、古谷）

一般外来研修
内科 Walk in

（吉井、大崎、原田、伊藤）

櫻井  麗子（群大）
サクライ　レイコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

砂長  則明（群大）
スナガ　ノリアキ

（第２週）
小川　孔幸 
オガワ　ヨシユキ

（内分泌・代謝内科）
吉野　  聡（群大）
ヨシノ　サトシ

（内分泌・代謝内科）
大崎　  綾（群大）
オオサキ　アヤ

（内分泌・代謝内科）
平賀 春菜（群大）
ヒラガ　ハルナ

（第１．３．５週）

栗原　淳（心血セ）
クリバラ　ジュン

三樹 祐子（心血セ）
ミキ　ユウコ

（第１．３．５週）

（第１．３．５週13：30～）

（第２．４週）

乳腺・甲状腺科 午 前

（奇数月担当）

（内　科）
川島　智恵子
カワシマ　チエコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

飯塚  陽一（群大）
イイヅカ　ヨウイチ

飯塚　陽一
（群大）

イイヅカ　ヨウイチ

清水  信三（重心）
シミズ　ノブゾウ

渡邉　　覚
ワタナベ　サトル

大崎　　隆
オオサキ　タカシ

原田　　航
ハラダ　コウ

桑子　智人
クワコ　　トモヒト

岡邨  興一（群大）
オカムラ　コウイチ

（第１．３．５週）
岡部　和彦
オカベ　カズヒコ

（第２．４週）
関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

（第２．４週）
高瀬  亮太（群大）
タカセ　リョウタ

坂田 公正（北関）（第1週）
サカタ　キミマサ

岩崎 俊弥 （北関）（第2．4週）
イワサキ　トシヤ

松尾 弥枝（北関）（第3．5週）
マツオ　ヤエ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

大崎　洋平（群大）
オオサキ　ヨウヘイ

外来受付時間　８時30分 ～ 11時00分　　注）担当医変更の場合もございますので、予めご了承ください。
※眼科の月曜日診察は紹介状をお持ちの方とご予約されている方のみ受診できます。
※整形外科は初再診にかかわらず、原則完全予約制です。
※原則、午後は予約診察のみとなりますが、 ★印の診察については受付時間は15:00までとなります。
※（予約）と記載がある場合は、予約患者さんのみの診察となります。
※再診予約の方については16:00まで再来受付機での受付が可能です。
※やむを得ない事情により突然の休診や診療医師変更もございます。ご了承願います。
◎予約変更について　受付時間：平日13～17時　TEL.0279－26－3010（予約専用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL.0279－23－1010（代表）

（令和２年10月１日現在）

（第２．４週）

関本　研一
（ペインクリニック外来）

セキモト　ケンイチ

坂田　 慧（群大）
サカタ　サトシ

菊池　悠佳（群大）
キクチ　ユカ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

柿崎　　暁
カキザキ　サトル

（偶数月担当）

大崎　　隆
オオサキ　　タカシ

豊田  正昂（群大）
トヨダ　マサタカ

伊藤　優志
イトウ　マサシ

増田  友美（群大）
マスダ　トモミ

（第２．４週）
柴　佳那（群大）
シバ　カナ
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甲 状 腺 科

乳 腺 科

眼 科

外科（呼吸器）

診 療 科

呼吸器内科

循環器内科

麻 酔 科

小 児 科
（重心のみ・予約制）

緩和ケア科
（予約制）

精神腫瘍科
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放射線治療科
（予約制）

血 液 内 科

消化器内科

内分泌・代謝内科
内 科

月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金 月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金

午 前

時間帯 診 療 科 時間帯

午 後
（予約）

（予約）

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前
10:00まで

午 前
10:00まで

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

（予約）
午 後

午 前

午 前

午 前

（予約）
午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

森　一世
モリ　カズヨ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

吉成　大介
ヨシナリ　ダイスケ

小林　光伸
コバヤシ　ミツノブ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

髙橋　研吾
タカハシ　ケンゴ

★助川　晋作
〈肛門科・消化器外科〉
（第１．３．５週　13:30～）

（第２．４．５週）
【リウマチ専門外来】

スケガワ　シンサク

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

向井　 亮（群大）
ムカイ　リョウ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

佐藤　亜矢子

三村  健介（群大）
ミムラ　ケンスケ

サトウ　アヤコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　　徹
ヨコタ　トオル

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

岡本　彩子
オカモト　アヤコ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

根井　　翼
ネノイ ツバサ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

【予約制】髙橋  章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

伊部 洋子（群大）
イベ　ヨウコ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
ヒラト　マサブミ

平戸　政史
★ニューロモジュレーション外来

14：00～

ヒラト　マサブミ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

喜多川　孝欽
キタガワ　タカノリ

米本　由木夫
ヨネモト　ユキオ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

八巻　　英
ヤマキ　エイ

川島　　修
カワシマ　オサム

川島　　修
カワシマ　オサム

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ 中村　勇司

ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

八巻　英／髙瀬貴章
ヤマキ エイ／タカセ ヨシアキ

松浦正名／桑子慧子
マツウラマサナ／クワコケイコ

中村勇司／桑子慧子
ナカムラユウジ／クワコケイコ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

脳神経内科 午 後 柳澤　孝之
ヤナギサワ　タカユキ

中山　敬太
ナカヤマ　ケイタ

金山  雄樹（群大）
カナヤマ　ユウキ

植原  大介（群大）
ウエハラ　ダイスケ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

木村　有宏
キムラ　ユウコウ

松本　守生
マツモト　モリオ

松本　守生
マツモト　モリオ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

金谷　秀平
カナヤ　シュウヘイ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

斉藤　明生
サイトウ　アキオ

磯田　　淳
イソダ　アツシ

中島  良実（群大）
ナカジマ　ヨシミ

長島　多聞
ナガシマ　タモン

山﨑  勇一（群大）
ヤマザキ　ユウイチ

廣川　朋之
ヒロカワ　トモユキ

古谷　健介
フルヤ　ケンスケ

安達  拓也（群大）
アダチ　タクヤ

澤村　守夫
サワムラ　モリオ

中山　敬太
ナカヤマ　ケイタ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

村田　圭佑
ムラタ　ケイスケ

土屋　友規子
ツチヤ　ユキコ

伊藤　優志
イトウ　マサシ

内科 Wa l k
 i n外来 午 前

内科 Walk in
（渡邉、桑子、村田、金谷）

一般外来研修
内科 Walk in

（松本、斉藤、入内島、中山）

一般外来研修
内科 Walk in

（廣川、長島、木村、古谷）

一般外来研修
内科 Walk in

（吉井、大崎、原田、伊藤）

櫻井  麗子（群大）
サクライ　レイコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

砂長  則明（群大）
スナガ　ノリアキ

（第２週）
小川　孔幸 
オガワ　ヨシユキ

（内分泌・代謝内科）
吉野　  聡（群大）
ヨシノ　サトシ

（内分泌・代謝内科）
大崎　  綾（群大）
オオサキ　アヤ

（内分泌・代謝内科）
平賀 春菜（群大）
ヒラガ　ハルナ

（第１．３．５週）

栗原　淳（心血セ）
クリバラ　ジュン

三樹 祐子（心血セ）
ミキ　ユウコ

（第１．３．５週）

（第１．３．５週13：30～）

（第２．４週）

乳腺・甲状腺科 午 前

（奇数月担当）

（内　科）
川島　智恵子
カワシマ　チエコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

飯塚  陽一（群大）
イイヅカ　ヨウイチ

飯塚　陽一
（群大）

イイヅカ　ヨウイチ

清水  信三（重心）
シミズ　ノブゾウ

渡邉　　覚
ワタナベ　サトル

大崎　　隆
オオサキ　タカシ

原田　　航
ハラダ　コウ

桑子　智人
クワコ　　トモヒト

岡邨  興一（群大）
オカムラ　コウイチ

（第１．３．５週）
岡部　和彦
オカベ　カズヒコ

（第２．４週）
関口　雄一
セキグチ　ユウイチ

（第２．４週）
高瀬  亮太（群大）
タカセ　リョウタ

坂田 公正（北関）（第1週）
サカタ　キミマサ

岩崎 俊弥 （北関）（第2．4週）
イワサキ　トシヤ

松尾 弥枝（北関）（第3．5週）
マツオ　ヤエ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

入内島　裕乃
イリウチシマ　ヒロノ

大崎　洋平（群大）
オオサキ　ヨウヘイ

外来受付時間　８時30分 ～ 11時00分　　注）担当医変更の場合もございますので、予めご了承ください。
※眼科の月曜日診察は紹介状をお持ちの方とご予約されている方のみ受診できます。
※整形外科は初再診にかかわらず、原則完全予約制です。
※原則、午後は予約診察のみとなりますが、 ★印の診察については受付時間は15:00までとなります。
※（予約）と記載がある場合は、予約患者さんのみの診察となります。
※再診予約の方については16:00まで再来受付機での受付が可能です。
※やむを得ない事情により突然の休診や診療医師変更もございます。ご了承願います。
◎予約変更について　受付時間：平日13～17時　TEL.0279－26－3010（予約専用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL.0279－23－1010（代表）

（令和２年10月１日現在）

（第２．４週）

関本　研一
（ペインクリニック外来）

セキモト　ケンイチ

坂田　 慧（群大）
サカタ　サトシ

菊池　悠佳（群大）
キクチ　ユカ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

高橋　亜由美
タカハシ　アユミ

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

柿崎　　暁
カキザキ　サトル

（偶数月担当）

大崎　　隆
オオサキ　　タカシ

豊田  正昂（群大）
トヨダ　マサタカ

伊藤　優志
イトウ　マサシ

増田  友美（群大）
マスダ　トモミ

（第２．４週）
柴　佳那（群大）
シバ　カナ
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シリーズ

職場紹介

　北毛地域の基幹病院として地域の医療機関と連携
しその役割を果たします。

１．患者さんの気持ちに寄り添った医療を実践します。
２．十分な情報を提供し、共に考える医療を行います。
３．がん・呼吸器疾患・重症心身障害児（者）の専門病院として社会に
貢献します。

４．地域医療支援病院として、救急医療を含め地域の医療機関と連携し
地域医療に貢献します。

５．生命の尊さと人権を尊重し、安全な医療を提供します。
６．教育・研究事業に積極的に取り組み、質の高い医療を常に目指します。
７．良質な医療を継続的に確保するため、健全な経営と適正な運営に努
めます。

No.99

編 集 後 記

独立行政法人　国立病院機構　渋川医療センター
〒377-0280　群馬県渋川市白井383番地　TEL 0279-23-1010（代）　FAX 0279-23-1011
https://shibukawa.hosp.go.jp

基本理念

基本方針

令和２年度　内橋先生の救急医療功労者総務大臣賞の受賞
令和２年４月１日における永年勤続表彰
寄附のお礼
消防訓練について

緩和ケア病棟
薬剤部

●患者さんにとって耳寄りな情報
　「胸部X線撮影（レントゲン）のポジショニング」
　「栄養と免疫」
●外来診療担当医表
●セカンドオピニオン担当医表

看護の理念 患者さんの立場に立ち、心あたたかく、信頼に応える看護を提供します。

看護の基本方針
　１．患者さんの気持ちを大切に、思いやりとまごころ込めた看護を提供します。
　２．患者さんと共に考える看護の実践により患者さんが自ら意思決定が行えるよう支援します。
　３．地域の人々と連携を図ることで患者さんの生活の質の維持向上に努めます。
　４．患者さんの尊厳と権利を尊重した質の高い看護を提供します。
　５．看護の専門性を追求し、根拠に基づいた安全で安心な看護を提供します。

１．最善の医療サービスを受ける権利
２．人格・人権を尊重される権利
３．知る権利
４．自己決定権
５．プライバシーを保護される権利

○がんに関するご相談は「がん相談支援センター」でお受けします。
　担当：ソーシャルワーカー
　電話：0279-23-1010（代表）
　　　　（受付時間は平日８：30～17：15です）
○メールによるご相談は、下記にて終日受け付けておりますが、回
　答は若干の日数を要する場合がございます。
　E-mail:207-ShibuKawaMC_mbx@mail.hosp.go.jp

がん相談支援センター患者さんの権利

セカンドオピニオン担当医表（令和２年10月１日現在）

科　別 予約時間 月 火 水 木 金
呼吸器内科
（肺腫瘍） 午後３時30分～

午前中

午後２時～

午後２時30分～

午後

午後３時～

午後

午後３時～

午後３時30分～

午後

吉井　明弘

川島　　修

松本　守生

蒔田　富士雄

―

小林　　剛

高橋　亜由美

―

―

横江　隆夫
（午後～）

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

吉井　明弘

―

―

横田　　徹

小林　光伸

松浦　正名

―

―

―

宮城島　孝昭

―

―

―

―

―

中村　勇司

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

小林　　剛

―

田村　芳美

―

※対象者：原則として患者さん本人、患者さんの同意を得た家族　　費用：30分毎に5,500円
※お問い合わせ先：TEL0279-23-0626　地域医療連携室（直通）

呼吸器外科

血液内科

乳腺・甲状腺外科

消化器外科

放射線科

緩和ケア科

皮膚科

泌尿器科

脳神経外科

　第99号のウィズは、いかがだったでしょうか？
　今号から、「職場紹介シリーズ」を開始しました。 当院の特色である 「緩和ケア病棟」 を皮切りに専門性をいかんな

く発揮しているスペシャリスト集団の 「薬剤部」 からスタートしました。 次号以降もいろいろな職場を紹介していきますので、ご期待ください。
　さて、 次号は記念すべき100号 「記念号」 の発行を計画中です。 平成10年からスターとしたウィズは、20年以上の時を経て100号となりま
す。100号はゴールではなく通過点と考えています。 200号、300号といきたいところですが、世の流れは紙媒体からWebへ。 個人的には紙媒
体の良さも捨てきれないアナログ世代で、 電子書籍も読みますが、 やはり紙本ですね。 みなさんはいかがですか？
　コロナ禍において、 何かとストレスが多い昨今ですが、 運動不足・ストレス解消に 「ぐんまウェブマラソン 2020」 にエントリーしました。
マラソン経験など全くありませんが完走できるようにがんばります。
　最後までお付き合いいただきありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（萩原　隆）

令和２年10月（2020年）

永 年 勤 続 表 彰 者 と 幹 部 職 員
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